
学校の設置者が、学校内で感染が広がっている可能性が高い場合に、学校医の助言等を
踏まえて、臨時休業を行う範囲や条件を判断します。
【学級閉鎖】
以下のいずれかの状況に該当し、かつ、学級内で感染が広がっている可能性が高い場合

①同一の学級において、複数の児童生徒等の感染が判明した場合
②その他、学校設置者が必要と判断した場合
※ただし、感染可能期間に学校に来ていない者の発症は除く。
【学年閉鎖】
複数の学級を閉鎖し、かつ、学年内で感染が広がっている可能性が高い場合
【学校閉鎖】
複数の学年を閉鎖し、かつ、学校内で感染が広がっている可能性が高い場合

臨時休業の考え方

学校における感染症対策

平 時

□ 健康観察
発熱やのどの痛み、咳など、普段と異な

る症状がある場合には、無理をせず、⾃宅
で休養してください。

□ 換気
□ 手洗いなどの手指衛生

外から教室に入るときやトイレの後、給
食の前後などに手を洗います。

□ 咳エチケット
咳やくしゃみをするときは、ティッシュ･

ハンカチや袖の内側などを使って、口や鼻
をおさえるようにします。
※学校教育活動においては、基本的に、マスクの
着用は求めません。ただし、社会一般にマスク着
用が推奨される場面では、着用を推奨します。

□ 清掃・消毒

５月８日以降は、これまでの感染症対策を一律に講じるのではなく、感染状況が落ち着
いている「平時」に行う感染症対策と、「地域や学校において感染が流行しているとき」
に行う感染症対策に分けて取り組みます。

感染症流⾏時

□ マスクの取扱い
教職員のマスク着用や、児童生徒に着用

を促すことも考えられます。

□ ⾝体的距離の確保
換気を取り入れながら、可能な範囲で距

離をとります。
□ 感染リスクが高い活動
・「近距離」「対面」「⼤声」での発声や
会話を控える

・触れ合わない程度の⾝体的距離の確保

【感染リスクが比較的高い学習活動】
・対面形式となるグループワーク等
・一⻫に⼤きな声で話す活動
・合唱及びリコーダーや鍵盤ハーモニカ等の演奏
・グループで行う調理実習
・組み合ったり、接触したりする運動 など

差別や偏見をせずに、認め合いましょう差別や偏見をせずに、認め合いましょう差別や偏見をせずに、認め合いましょう差別や偏見をせずに、認め合いましょう

誰でも感染する可能性があります。マスクを着用しなければならない事情や、着用した
くてもできない事情がある人がいます。「感染した」「●●にうつされた」「マスクをし
ていないから」などと言ったりせず、認め合うことが⼤切です。


